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論文内容の要旨

〔目的〕

近年乳児の晴育に対する母乳栄養の価値が再認識され，国際的に母乳化運動が推進されている。産

祷初期の乳汁分泌量は，日甫乳刺激によって prolactin (PRL) 分泌が増加することと密接に関係して

いることが分っているが，乳汁分泌が不良な母親もしばしば認められ，有効な治療法がなかった。今

回 sulpiride (SLP) が下垂体の dopamine receptor を block して PRL 分泌を促進することに着目

し，産祷初期の祷婦に投与し，乳汁分泌の開始を早めるかどうかを乳汁分泌量の測定と PRL 分泌上

昇効果の面から検討した。

〔方法ならびに成績〕

1 . SLP の乳汁分泌量に及ぼす影響

妊娠経過に異常がなく， 2500g 以上の健康な新生児を正常に分娩した130名の初産祷婦 (20-30歳)

を対象とした。授乳は産祷第 1 日目から始め，午前 6 時30分から 3 時間毎に 1 日 6 回約20分間行った。

SLP 投与群 (S 群) 66名には産祷第 1 日から 7 日間 7 時30分と 18時の 1 日 2 回， SLP 50mg を経口投

与し，対照群 (C群) 64名には同じスケジュールで placebo を投与した。授乳前後の新生児体重を測

定して授乳量を計算し，ついで用手マッサージにて殆んど乳汁分泌がなくなるまで搾乳を行い，搾乳

量を測り，授乳量と搾乳量の合計を乳汁分泌量とした。なお実験中母児に認められる SLP の副作用

にも注意を払ったが，特記すべき異常は認められなかった。

(l)SLP の産祷初期各日の平均乳汁分泌量に及ぼす影響:平均乳汁分泌量 (me) 土標準誤差 (S. E.) 

は， C群と S 群で産祷第 1 日目は各々 12.5士 4.6 と 26.7 ::!::: 7.9 で有意差はないが，第 2 日目には
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63.4 :l:: 9.6 と 101.1 士 12.2 で有意差 (P<0.05) をもって S群で上昇し， 3 日目は188.1 ::1:: 18.2 

と 247.1 ::1:: 15.4, 4 日目は287.7 土 21. 2 と 37 1. 9 ::1:: 20.5 , 5 日目では 370.9 ::1:: 24.5 と 483.1

土 24.0 といずれも S群が有意に (P<0.05) 多かった。

(2)SLP の産祷初期 5 日間の総乳汁分泌量に及ぼす影響:産祷初期 5 日間の総乳汁分泌量 (mt) は

C群の916.0 士 66.0 に較らベ， S群では 121 1. 7 :l:: 65.0 で， 32.2 %の有意な (P く0.01) 増加

を示した。産祷第 1 日から第 5 日に至る 5 日間の総乳汁分泌量を 800mt以下の乳汁分泌不良群， 801---

1200 mt の中間群及び1201mt以上の良好群の 3 群に分けて検討した結果， c群では各々の比率は46.9

%, 28.1 %及び25.0%であり， S群では各々 21. 1 %， 3 1. 8% 及び 47.0 %であって. SLP 投与に

より分泌良好群が有意に (P<O.Ol) 増加していた。

2. 分娩後 1 カ月の母乳栄養定着率に及ぼす SLPの効果

分娩後 1 カ月目における母乳栄養，混合栄養及び人工栄養の 3 栄養法の比率はC 群 (55名)で各々

45.4 %. 36.4 %, 18.2 %であったのに対して. S 群 (53名)では54.7 %, 41.5 %, 3.8 % 

であって SLP投与により母乳栄養の定着率が増加し，人工栄養が減少していた。

3. SLP の血清 PRL 値に及ぼす影響

C群10名. S群10名を無作為に選び，分娩当日，産祷 2 日目. 4 日目， 6 日目の授乳前 (12時30分)

と 6 日目の授乳開始後30分 (13時)に採血し，血清中の PRL を NIAMDD の RIA kit にて測定した。

平均 PRL 値(::I:: S. E. ) (ng/mt) の変動を C群と S群との聞で比較すると，①分娩当日105.8 :l:: 6.9 

と 114.7 士 6.5 ，② 2 日目 122.1 :l:: 8.9 と 177.9 士 22.9 ，③ 4 日目 108.9 土 5.3 と 154.2 土 20.0 ，

④ 6 日目 93.8 :l:: 8.1 と 138.0 土 13.8 ，⑤ 6 日目晴乳後 144.5 :l:: 8.1 及び 185.8 :l:: 15.0 であり， 2 

日目以降では S群の PRL が有意に (P く0.05) 高値を示した。なお SLP 50mgの 1 回経口投与によ

り，血中PRL は 2 時間でピークに達し. 4 時間まで有意の上昇を示したのち. 12時間にわたり徐々

に下降した。

4. 母乳成分の分析

C群10名と S群10名から産祷 5 日目に採取した乳汁の成分を分析した。 c群と S群の脂肪，蛋白及

び乳糖の含有量の有意差は認められなかった。また乳汁中への SLP の移行を検討したが. 0.97 士

0.12μg/mt と微量であった。

〔総括〕

1 .産祷初期婦人に SLP を 1 日 100mg宛投与すると，乳汁分泌量は投与開始の翌日から control 群

に比し有意に増加し，産祷 5 日間の総乳汁分泌量 (121 1.7 :l:: 65.0 mt) は control 群 (916.0 :l::

66.0 mt) に比し 32.2 %の有意な増加を示した。

2. SLP 50mg宛 1 日 2 回 7 日間投与群の血中 PRL 値は，全投与期間を通じて有意の増加を示す

が. SLP 50mg 1 回の投与では 2 時間目から有意の上昇が見られ，以後12時間目にわたって徐々に下

降を示した。

3. SLP 投与群の母親は control 群に比し，産祷 1 カ月時の母乳栄養の確立度が高く，人工栄養

の比率は低Po
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4. SLP投与による母乳成分の有意な変化を認めず，また母乳中への SLP の移行は微量であっ

たO

5. 以上の成績から産祷初期婦人に SLP を投与すると，血中 PRL 値の上昇を介して乳汁分泌の

開始を促進し，母乳栄養の確立に役立つことを明らかにした。

論文の審査結果の要旨

母乳栄養の重要性が再認識され，母乳化運動が国の内外で促進されつつある現状であるが，これま

で手U十分泌促進剤として適切なものはなかった。

Sulpiride は消化性潰療治療剤として広く臨床応用されている薬剤であるが，この際，そのdopamine

receptor 遮断作用のため下垂体からの prolactin (PRL) 分泌を促進し，副作用として乳汁分泌を伴

うことのあることがt旨描i されている。

著者は産祷初期婦人に本剤を投与して，①PRL 分泌動態，②乳汁分泌促進効果，③産祷 1 カ月時

の母乳栄養の確立度，④母乳中への本剤の移行と母乳成分の変化，などについて系統的に検討した結

果，本剤が血中 PRL 値の上昇を介して乳汁分泌の開始を促進し， 母乳栄養の確立に役立つことを初

めて立証した。
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